
更にはその精神を抽出して反映させた作品は、いつの時代にも少なからず存在して

いる。

これまでの様々な時代の作曲家達が民族音楽に着目した背景、理由は個人の信条、

流行、時代の要望等に応じて多種多様であると思われるが、時代が変われど音楽の

中に息づく自然な「呼吸」を求めたくなる、裏を返せば、何か
「′自、苦しさ」を痛感

する環境に迫られた時に、 「生命」の原点に立ち戻ろうとした共通の結果なのでは

ないかと考えられる。

現代の「便利さ」の蔓延によつてつい意識が騎みがちになる人間の、そして自然

の持つ「生命」の賛歌を今こそ謳いあげるべきなのではないか。

(あ さか 。みつる :本会 作曲部会員 )

罰 諸井誠 (作曲家)

作曲家の諸井誠 (も ろい まこと :1930年 12月 17日 生)が 9月 2日 午前 3時 36

分、間質性肺炎にて逝去した。家系は秩父セメント (現太平洋セメント)創業者一

族であり、我が国の戦前戦中における代表的な作曲家であつた諸井三郎の次男とし

て生まれる。17才時より作曲を池内友次朗に師事し、1952年 3月 東京音楽学校本科

(現 。東京芸術大学音楽学部)作曲科を卒業。黛敏郎、入野義朗、柴田南雄等とと

もに 20世紀音楽研究所を組織して、軽井沢を中心に移動音楽祭を開催する。12音

音楽、電子音楽など新しい作曲技法を採り入れ、前衛音楽の旗手との評価を受けた

こともあった。電子音楽作品としては、1956年 N旺 電子スタジオで制作された
「7

つのヴァリエーション (黛敏郎との共作)」 があるが、この作品は、作曲家別宮貞

雄との間で論争を巻き起こした。1960年代に入ると尺八を中心に邦楽器による作品

も手がけ、尺八現代本曲 《松籟五章》 (1964年)な どを作曲する。

1985年 には「日本アルバン・ベルク協会」を設立し、初代会長となる。1994年 に

は彩の国さいたま芸術劇場初代館長に就任し、1997年 4月 に芸術総監督に就任。

1999年 4月 には、理事長を知事より禅譲される。しかし 2005年にはすべての公職

を辞し、鎌倉に移住し、創作活動主体の生活を続けていた。

なお、相応しい執筆者を捜し、改めて来月号に追悼記事を掲載する予定である、

(本誌編集長 )
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サ堺」ね 炒昭4ι曙そ件 黎筏η分場句)
『特集 :21世紀音楽の潮流は?(3)』

21世紀の今、音楽の本道に則つた作曲を !

作曲 :ロ クリアン正岡

現在の作曲にも役立つ歴史上の所与への感謝

ほかの方々も同じだろうが、気が付いたらこの世に一もちろん人間としてだが一

放り出されていて、そこには音楽があった。そしてまた、多くの音楽家や音楽ファ

ンの方々は、音楽を意識する前に自分の中に音楽が入り込んでいた、というところ

ではないか。で、そのような環境は音楽がともかく外在し、そしてそれらは人の声

ばかりでなく諸々の楽器とか、はたまた音階、和音、そのほか諸々の素材に支えら

れていることは間違いなく、私も作曲家の端くれなのだから、まずはそのことに対

する感謝の念を示しておきたい。

この点、我々の直近の先行者、20世紀の作曲家たちも同じだろうし、19世紀、
18世紀、と遡れば切りなく、いつの時代の音楽家の卵それぞれが、それまでに用
意された音楽のソフト、ハー ドの両方にまたがる諸状況に支えられて育ちゆき、ま

た後代を支えても来たのであるし、今後もまたこのことに変わりあるまい。

まず、現代音楽の歴史を語るうえで、それを丸ごとしっかり支えている三つの要

素を確認しておきたい。

ピタゴラスによる音律の確定、グレゴリオ聖歌による教会旋法の確立、ヨハン・

セバスチャン・バッハによる平均律と総合的作曲技法の確立がそれだが、その後、

ほぼ 20世紀初頭より音楽の根底を人工的に忙しく弄りまくった後に位置する我々
はテクノロジーの発展に影響される音楽文化の渦中にある、と言えよう。ここで、

次のようなクレームをもつ方がおられるかもしれない。なぜ、最初の断りとして、

このような「先祖様は遡れば遡るほど偉い。ビテカントロプス万歳 !」 みたいな事

を言うのか ?人間の聴覚や発声機能はどこからきたか ?それがなかったら、土台、
音楽はあり得ず、楽器だの楽曲だのへったくれもなかろう。音楽存在の大前提はこ

っちの方だ、と。ここでは「どうか最後まで読んで」としか申しようがない。

素材の狭さへの足掻きに端を発 した現代音楽への逸脱

20世紀に起きた現代音楽の勃発の責任をバッハに問う
調性を拘束と受け止めそこからの脱却に自由がある、として無調という基盤を考

え出したシェーンベルク達の現代音楽への短絡的移行を速めた大きな原因の一つに

グレゴリオ聖歌におけるロクリア旋法排除がある。さらに、当初あった残るいくつ

もの教会旋法が何百年もの時間をかけて長調、短調の二つへ収飯されて行った。彼

らの音楽的欲求は次第に自覚されるところとなり、それは調性の確立と転調の自在

さであった。まず、 ドミナントとトニカ両機能の相互強化、それによって各調の自
己同一性と自他の相互峻別がはつきりし、転調への志向がいやが上にも刺激された。

それを可能にするべく基盤整理したのが平均律である。しかし、主音がどうであれ。

第七音の主な役割が ドミナントにおける導音と限定されることにより、第七音がこ
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